
横浜市交通局人材育成ビジョン

令和元年６月改訂
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平成 17 年に策定された「横浜市人材育成ビジョン」を受け、交通局における具体的な育成
方針を示すことを目的として、同年、「交通局人材育成ビジョン」を策定しました。

100 周年を目前に控え、将来の交通局を担う市営交通に誇りと責任感を持つ意欲の高い人
材の育成と、次世代への技術の継承を計画的かつ確実に進める必要があります。

こうした中、平成 29 年度には、職員が誇りとやりがいを感じ意欲と能力を充分に発揮でき
る人事給与制度を構築することを目標とした「交通局未来プロジェクト」が始動し、議論を
重ねています。

交通局人材育成ビジョンは、プロジェクトで示される人事給与制度改革の内容を踏まえた
ものとすることが求められますので、人材育成に関する現状を整理しました。

今回の改訂について
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１章　はじめに

策定の目的

大正 10 年（1921）の市営交通事業発足後、交通局は幾多の経営危機に直面しましたが、特に、
平成 15 年度に設置された「横浜市市営交通事業あり方検討委員会」からの答申では、市営地下鉄・
市営バスともに「民営化が望ましい」という厳しい意見をいただきました。

この答申を受け、交通局では平成 16 年３月に「市営交通経営改革プラン（平成 16 年度～ 19
年度）」を策定、その後、「市営交通５か年経営プラン（平成 19 年度～ 23 年度）」、「市営交通中
期経営計画（平成 24 ～ 26 年度）」、「市営交通中期経営計画（平成 27 ～ 30 年度）」を策定し、
これらの計画に基づくさまざまな経営改革を実施した結果、平成 21 年度以降、両事業そろって
経常黒字を達成することができ、平成 14 年度から停止していた局職員の採用を再開することが
できました。

職員の努力によって、交通局は自主自立の経営基盤を確立することができましたが、少子高齢
化のさらなる進展など、今後の市営交通の経営環境は決して楽観できるものではなく、将来にわ
たって市民のみなさまに真に必要とされる存在となるためには、さらなる取組を進めていかなけ
ればなりません。

また、９年間にわたる採用停止は世代の空洞化を生み、将来の交通局を担う職員の育成が急務
となっています。さらに少子高齢化の進展が、将来の市営交通を支える次世代の職員の確保にも
影響を与えることとなり、最も重要な経営資源である人材の確保と育成は、喫緊の課題となって
います。

市営交通に誇りと責任感を持つ意欲の高い人材の育成と、次世代への技術の継承を計画的に進
めるため、「交通局人材育成ビジョン」を策定し、人材育成の基本方針と体系の基本的な考え方
について定めました。

人材育成ビジョンでは、交通局職員として求められる職員像、果たすべき役割を明確にすると
ともに、育成のために必要となる研修や取組について定めています。

また、職員が誇りとやりがいを感じることができ、意欲と能力を発揮できる人事給与制度とする
ため、「交通局未来プロジェクト」を設置し、キャリア体系や給与制度の検討を行っています。

新たな人事給与制度及びこの人材育成ビジョンに基づき、計画的に人材育成等の取組を進める
ことで、お客様と接する第一線の職員はもとより、交通局で働くすべての職員が最大限の力を発
揮できる組織を目指します。

この仕組みで何よりも大切なことは、職員自身が自らのキャリア形成を考え、主体的に能力開
発に取り組む姿勢を持つことです。職員一人ひとりがそのことを強く意識し、誇りと責任感を持っ
て仕事に取り組めるよう、キャリア体系を明確にするとともに、組織的な支援を行うことで、将
来にわたり市民のみなさまに真に必要とされる市営交通を目指します。
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１章　はじめに

■ 交通局人材育成ビジョンとは
　「交通局人材育成ビジョン」は、「横浜市人材育成ビジョン」と連動し、交通局の業務特性等を踏まえ、
交通局職員として求められる役割や期待する行動姿勢等を示し、交通局としての人材育成の方向性を
定めたものです。

交通局職員の一人ひとりが、このビジョンに沿ってそれぞれ目標を持って意欲的に取り組み、また、
組織を挙げてこれを支援していくことを通じて、市民のみなさまに真に必要とされる市営交通を目指
します。

人材育成ビジョンの体系図

交通局人材育成ビジョン

横浜市人材育成ビジョン

職種版職種版職域版職域版

専門分野人材育成ビジョン専門分野人材育成ビジョン

【全職員版】
全ての職員の人材育成の基本的な考え方

ヨコハマを愛し、市民に信頼され、自ら考え行動する職員ヨコハマを愛し、市民に信頼され、自ら考え行動する職員

 

 

職員行動基準
中期計画
運営方針
Ｗプログラム
健康ビジョン

連携する
計画等

職種版職種版職種版

経営理念を理解し、実践できる職員

地下鉄運輸地下鉄運輸地下鉄運輸

バス乗務バス乗務

地下鉄保守地下鉄保守

バス整備バス整備
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２章　人材育成の基本方針

１　人材育成に関する基本的考え方
交通局では、求められる職員像を「経営理念を理解し、実践できる職員」と定めています。これを実

現するためには、経営理念の内容を理解し、全ての職員が自ら考え行動することが何より重要です。一
方で、交通局（組織）として、職員一人ひとりの能力開発やキャリア形成につながる取組を行う必要が
あります。

そこで、この交通局人材育成ビジョンでは、職員に求められる役割と能力を明らかにするとともに、
職員像の実現に向け、交通局（組織）として取り組むべきことを定めています。

２　求められる行動姿勢
「交通局経営理念」は、市営交通事業が市民の足としての役割を果たし続け、自主自立の経営を行っ

ていくため、全職員の目標となり、事業運営の根本となる考え方として平成 19 年に改訂しました。
すべての職員は「交通局経営理念」を念頭に、日頃の業務において実践していくことで具現化しなけ

ればなりません。

横浜市交通局経営理念
私たちの決意

　私たちは、市民のみなさまの足として、安全・確実・
快適な交通サービスを提供し、お客様にご満足いただけ
るよう、経営力を高め、持続的な改善に取り組みます。

１　安全意識を高く持ち、安全確保を最優先します。
２　お客様の声を大切にします。
３　いつも笑顔で、挨拶を励行します。
４　公正かつ誠実に行動します。
５　常に課題を明らかにし、チャレンジします。

私たちのメッセージ
信頼を心で運ぶ市バス・地下鉄

平成７年５月制定 /平成19年５月改訂

横浜市交通局安全方針

　私たちは、安全な運行の提供がお客様への最
大のサービスであることを認識し、どなたにも安
心してご利用いただける市営交通をめざします。

１　安全意識を高く持ち、決められたルールを
深く認識し、しっかり守ります。

２　安全を維持し向上させていく取組を常に見
直し、改善に努めます。

３　安全な車両・設備などの提供に努めます。
４　日ごろからコミュニケーションを活発にし、
安全第一の職場風土を築きます。

平成19年２月制定
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１　私たち、交通事業に携わる者にとって、安全確保は最優先事項です。それは、私たちが、
お客様の命をお預かりしているからです。「交通局安全方針」に基づき、規律を遵守し、安
全確保を図る、「危険」をいち早く察知し、安全性の維持及び向上のための工事や対策を実
施し、事故を未然に防ぐ、安全な運行や安全を確保するための確実な保守・整備を行うなど、
交通事業を成り立たせるために、私たち職員一人ひとりが意識して行動することが重要です。

２　お客様と直接接している乗務員、駅務員のみなさんが、「思い」や「しぐさ」を含めた「お
客様の直接の声」を知っています。また、本庁部署には、「お客様の声」が毎日届いています。「お
客様の声」は、交通局が成長するために、交通局をもっと良くしていく、改善していくため
に大切なものです。単に「苦情」として、聞き流したり、定型的に回答するのではなく、真
摯に受け止め、迅速に改善すべきものは迅速に、検討が必要なものは検討し、積極的に改革
していきます。

３　安全確保を大前提として、お客様に選んでいただく、お客様に繰り返しご利用いただくた
めにすべきことはたくさんありますが、その第一歩が「笑顔で挨拶」です。みなさんが笑顔
で挨拶をすることで、お客様の受け取る印象が好印象に変わり、「交通局が良い方向に変わっ
た」と感じていただけます。私たち一人ひとりが、お客様への感謝の気持ちを忘れず、「い
つも笑顔で挨拶」することで、市営交通をワンランク上の交通事業者に育て、「横浜市営交
通ブランド」を確実なものにします。

４　市営交通を存続させていくために、お客様からの信頼を得ることが重要です。そのために
は、法令や規則などの「決められたルール」をしっかり守り、安全を確保することが基本と
なります。そして、私たち一人ひとりが、そのことを十分に理解し、公正かつ誠実に行動す
ることが基本です。私たちは公務員です。基本に忠実に日々の業務を積み重ねていき、組織
として、その構成員として、市民のみなさまやお客様から信頼される存在になります。

５　「課題」には、増収、コスト削減、お客様満足の向上というものから、日々の業務の中で
解決すべきものまでたくさんあります。大切なことは、組織として解決していくことです。
一人で解決できないものを抱え込んだり、放り出したりせずに、全職員で協力して解決して
いくという意識と意欲を、職員一人ひとりが持ち、チャレンジすることが重要です。

　　こうした想いが込められた「横浜市交通局経営理念」のもと、自主自立の健全経営を維持
し、「市民のみなさまの足」として、安定的な交通サービスを提供し続けることで、お客様
に信頼され、愛される交通局を目指します。

横浜市交通局経営理念に込められた想い
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３章　職員に求められる役割とキャリア形成

１　求められる職員像
お客様から信頼され、市営交通を選んでいただくためには、横浜市営交通としてのブランド力を高め、

維持していくことが求められます。そのためには、職員一人ひとりが横浜市交通局経営理念を深く理解
し、実践していくことが重要です。

すべての職員が、経営理念に掲げられた取組事項を当たり前のこととして実践できるよう、組織とし
て支援し、一体となって取り組みます。

２　交通局職員としての果たすべき役割
階層ごとに、「求められる役割」、「求められる能力」を明らかにして、人材育成の到達目標とし、組

織全体で共有していきます。

求められる役割 求められる能力

一
般
職
員

能
力
開
発
・
伸
長
期

職
員
Ⅰ

交通局職員としての基礎を身につける職員 全職員に求められる「基礎的マインド・知識（※）」を習得し活用する力
交通局職員として必要不可欠な基礎的能力・知識を身につけるとともに、着実に業務を遂行し、新しい視点で
職場の活性化に取り組む

■ 中期経営計画、運営方針、人権意識、コンプライアンス、個人情報の保護、機密情報等のセキュリティ、危機管理・法務・
文書など

職
員
Ⅱ

能力の幅を広げ、職場を支える中堅職員 一
般
職
員

職
員
Ⅰ

知識・技能の習得と活用する力
能力の幅を広げ、強みを伸ばし弱みを克服しながら業務遂行において力を発揮するとともに、後輩職員の指導・
育成に努めるなど主体的に業務に取り組む

■ 交通局職員として必要な一般的な業務遂行能力、相手の立場に立った応対マナー
■ 安全面への配慮

職
員
Ⅱ

知識・技能の発展させ後輩指導を行う力

能
力
活
用
期

職
員
Ⅲ

豊富な経験をもとに、職場を支え中核となる職員 ■ 担当業務に関する豊富な知識・経験に基づき、問題に対し迅速に対応する力
■ 中堅職員として後輩職員を指導し、職場でよい影響力を発揮できる力高い実務能力と豊富な経験・知識をもとに、職場によい影響力を発揮する。職場の中核として、組織目標の達

成に向けて職場の士気向上や係長の補佐、後輩職員の指導・育成に携わるなど主体的に業務に取り組む
職
員
Ⅲ

熟練した知識・技能を発揮する力
■ 職場における課題を抽出し、解決に向けた方策を考える

力
■ 事故の未然防止、作業の安全対策を講じる力

■ ベテラン職員として後輩職員を指導・育成し、
職場でよい影響力を発揮できる力

■ 職場環境の向上に努めチームをまとめる力

責
任
職

運
営
責
任
職

係
長

係（チーム）をまとめる責任職 運
営
責
任
職

係
長

係の目標達成や部下の指導育成を行うマネジメント力
課の目標を踏まえた係の目標を設定し、職員とともに業務を遂行し、係の目標を着実に達成する。また、業務
や面談などを通じて職員とコミュニケーションを図り、指導・育成を行うことで、職員の能力向上を図る

■ 課の目標を踏まえ、係の目標を設定し、職員と連携して
達成する力

■ 係の業務を確実に進捗管理（工程・予算等の管理）する力
■ 職員の勤務管理や健康管理を適切に行う力
■ 意欲を持って職員の指導・育成を行う力

■ 客観的な視点に基づきニーズを把握し、企画・
調整を進め、問題解決する力

■ 庁内の各部門や地域・企業等と連携・折衝・
調整する力

■ 全職員に求められる「基礎的マインド・知識
（※）」を習得し活用する力

課
長
補
佐

課長を補佐する責任職 課
長
補
佐

課の運営を補佐するマネジメント力
係長に求められる役割に加えて、他係長への助言・支援や課職員の育成を行うなど、課長を補佐、時に代理し、
課の運営に携わる

（係長に求められる実務能力に加えて） ■ 課長を補佐し、課全体を見渡しまとめる力
■ 課の組織力を高める人材育成の視点・能力

課
長

課を統率する責任職

課
長

課の目標達成や部下の指導育成に必要なマネジメント力
経営理念や中期経営計画、運営方針等を踏まえて設定した課の目標を内外に明確に示し、意思決定を行い、係
長等を指揮しながら課の目標を達成する。また、業務や面談などを通じて部下とコミュニケーションを図り、
指導・育成を行うことで、職員の能力向上を図り、組織力を高める

■ 経営理念や中期経営計画、運営方針等を踏まえ課の目
標を設定し、係長等を指揮し達成する力

■ 課の業務を確実に進捗管理（工程・予算等の管理）する
力

■ 課の目標達成に必要な意思決定を適時に行う判断力
■ 課の代表として、庁内外に事業方針等を発信する力
■ 係長等の勤務管理や健康管理を適切に行う力

■ 意欲を持って部下の指導・育成を行う力
■ 中長期的かつ客観的視点から、企画・調整を進め、

問題解決する力
■ 庁内の各部門や地域・企業等と連携・折衝・調整

し、まとめる力
■ 全職員に求められる「基礎的マインド・知識

（※）」を習得し活用する力

再
任
用

これまでの豊富な経験を組織に還元する職員
再
任
用

習得した能力を職員及び組織へ還元する力

後輩職員への知識・技術の継承に努め、職場の円滑な運営に貢献する ■ これまでの豊富な経験・知識を後輩職員へ継承する力
■ 目標達成に向けてチームをサポートする力

■ 全職員に求められる「基礎的マインド・知識
（※）」を習得し活用する力
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３章　職員に求められる役割とキャリア形成

求められる職員像
「経営理念を理解し、実践できる職員」

■お客様に寄り添う「優しさ」を持った職員
業務の知識や技術だけを備えればよいのではなく、相手の立場に立って考え、行動する。

■自分を律する「強さ」を持った職員
　「このくらいなら大丈夫」「他の人に任せておけばよい」と、安易に考えるのではなく、業務に

真摯に向き合い、愚直に取り組む。
■ルールや基本操作を徹底する「素直さ」を持った職員

基本に忠実に、法令や諸規程を守り、手順に従う。それは全て、安全確保に繋がる。

・・・これらを持ち続けるのが〝プロ″です。

求められる役割 求められる能力

一
般
職
員

能
力
開
発
・
伸
長
期

職
員
Ⅰ

交通局職員としての基礎を身につける職員 全職員に求められる「基礎的マインド・知識（※）」を習得し活用する力
交通局職員として必要不可欠な基礎的能力・知識を身につけるとともに、着実に業務を遂行し、新しい視点で
職場の活性化に取り組む

■ 中期経営計画、運営方針、人権意識、コンプライアンス、個人情報の保護、機密情報等のセキュリティ、危機管理・法務・
文書など

職
員
Ⅱ

能力の幅を広げ、職場を支える中堅職員 一
般
職
員

職
員
Ⅰ

知識・技能の習得と活用する力
能力の幅を広げ、強みを伸ばし弱みを克服しながら業務遂行において力を発揮するとともに、後輩職員の指導・
育成に努めるなど主体的に業務に取り組む

■ 交通局職員として必要な一般的な業務遂行能力、相手の立場に立った応対マナー
■ 安全面への配慮

職
員
Ⅱ

知識・技能の発展させ後輩指導を行う力

能
力
活
用
期

職
員
Ⅲ

豊富な経験をもとに、職場を支え中核となる職員 ■ 担当業務に関する豊富な知識・経験に基づき、問題に対し迅速に対応する力
■ 中堅職員として後輩職員を指導し、職場でよい影響力を発揮できる力高い実務能力と豊富な経験・知識をもとに、職場によい影響力を発揮する。職場の中核として、組織目標の達

成に向けて職場の士気向上や係長の補佐、後輩職員の指導・育成に携わるなど主体的に業務に取り組む
職
員
Ⅲ

熟練した知識・技能を発揮する力
■ 職場における課題を抽出し、解決に向けた方策を考える

力
■ 事故の未然防止、作業の安全対策を講じる力

■ ベテラン職員として後輩職員を指導・育成し、
職場でよい影響力を発揮できる力

■ 職場環境の向上に努めチームをまとめる力

責
任
職

運
営
責
任
職

係
長

係（チーム）をまとめる責任職 運
営
責
任
職

係
長

係の目標達成や部下の指導育成を行うマネジメント力
課の目標を踏まえた係の目標を設定し、職員とともに業務を遂行し、係の目標を着実に達成する。また、業務
や面談などを通じて職員とコミュニケーションを図り、指導・育成を行うことで、職員の能力向上を図る

■ 課の目標を踏まえ、係の目標を設定し、職員と連携して
達成する力

■ 係の業務を確実に進捗管理（工程・予算等の管理）する力
■ 職員の勤務管理や健康管理を適切に行う力
■ 意欲を持って職員の指導・育成を行う力

■ 客観的な視点に基づきニーズを把握し、企画・
調整を進め、問題解決する力

■ 庁内の各部門や地域・企業等と連携・折衝・
調整する力

■ 全職員に求められる「基礎的マインド・知識
（※）」を習得し活用する力

課
長
補
佐

課長を補佐する責任職 課
長
補
佐

課の運営を補佐するマネジメント力
係長に求められる役割に加えて、他係長への助言・支援や課職員の育成を行うなど、課長を補佐、時に代理し、
課の運営に携わる

（係長に求められる実務能力に加えて） ■	課長を補佐し、課全体を見渡しまとめる力
■ 課の組織力を高める人材育成の視点・能力

課
長

課を統率する責任職

課
長

課の目標達成や部下の指導育成に必要なマネジメント力
経営理念や中期経営計画、運営方針等を踏まえて設定した課の目標を内外に明確に示し、意思決定を行い、係
長等を指揮しながら課の目標を達成する。また、業務や面談などを通じて部下とコミュニケーションを図り、
指導・育成を行うことで、職員の能力向上を図り、組織力を高める

■ 経営理念や中期経営計画、運営方針等を踏まえ課の目
標を設定し、係長等を指揮し達成する力

■ 課の業務を確実に進捗管理（工程・予算等の管理）する
力

■ 課の目標達成に必要な意思決定を適時に行う判断力
■ 課の代表として、庁内外に事業方針等を発信する力
■ 係長等の勤務管理や健康管理を適切に行う力

■ 意欲を持って部下の指導・育成を行う力
■ 中長期的かつ客観的視点から、企画・調整を進め、

問題解決する力
■ 庁内の各部門や地域・企業等と連携・折衝・調整

し、まとめる力
■ 全職員に求められる「基礎的マインド・知識

（※）」を習得し活用する力

再
任
用

これまでの豊富な経験を組織に還元する職員
再
任
用

習得した能力を職員及び組織へ還元する力

後輩職員への知識・技術の継承に努め、職場の円滑な運営に貢献する ■ これまでの豊富な経験・知識を後輩職員へ継承する力
■ 目標達成に向けてチームをサポートする力

■ 全職員に求められる「基礎的マインド・知識
（※）」を習得し活用する力

※ 全職員に求められる「基礎的マインド・知識」
当ビジョンでは、その時代の社会的背景やニーズを踏まえたうえで、職位に関わらず求められる「基礎的マインド・知識」を定めています。

職員は、日々のＯＪＴはもちろんのこと、その知識に関する業務を研修などを通して、基礎的なマインドや知識を身につけることが求められ
ます。　中期経営計画、運営方針、人権意識、コンプライアンス、個人情報の保護、機密情報等のセキュリティ、危機管理・法務・文書など
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バス乗務員 バス整備員

乗務員乗務員

係員（助役、管理、操車）係員（助役、管理、操車）

職員Ⅰ 課長係長・課長補佐職員Ⅱ 職員Ⅲ

副所長
教育指導係長
副所長

教育指導係長 営業所長営業所長

経験16年 在級13年

車両整備係長車両整備係長係員
（整備、物品取扱員、検査員）

係員
（整備、物品取扱員、検査員）

職員Ⅰ 係長・課長補佐職員Ⅱ 職員Ⅲ
経験16年 在級13年

整備員整備員 整備主任整備主任

課長

職員Ⅰ 職員Ⅰ

・バスを安全・快適に運行できる

・車内アナウンスが十分に活用できる

・身だしなみ・挨拶の励行により、お客様に気持ちよくご乗車いただける

・法令その他、服務に関する諸規程に従いバス車両の整備業務に従事する

職員Ⅱ 職員Ⅱ

・業務に際して、後輩職員等に適切なアドバイスができる

・常に改革改善の視点から業務上の課題を見つけ、意見できる

・分解整備後の保安適合の確認を適正に行う

・整備管理者の指示助言を踏まえながら、自動車工を技術指導し、計画にそった車両の定期点検

整備等の業務を遂行する

職員Ⅲ 職員Ⅲ

・乗務員の取りまとめ役として、職場の士気向上に努力できる

・上司等からの指示に基づき、臨機応変に適切な対応が取れる

・上司を補佐し、その指示に基づいて職場をまとめながら業務の遂行ができる

・幅広い視野から職場の課題を見つけ、改革改善に向けた取組が期待できる

・上司を補佐し、その指示に基づいて職場をまとめながら業務の遂行ができる

・幅広い視野から職場の課題を見つけ、改革改善に向けた取組が期待できる

３　交通局職員としてのキャリア形成
交通局では、横浜市職員としての階層（職位）のほか、採用職種ごとに運転士や係員・助役など、職

種内における職務変更があり、それぞれの職務によって期待される役割が異なります。
採用後、職員一人ひとりが自らの将来の到達目標を持ち、そこに至るまでのキャリアプランを明確に

描き、目標に向かって意欲的に能力開発に努めることが必要です。
一方で、組織としての能力活用の考え方もキャリア形成には重要な要素となります。
人事考課の目標設定、振返りや人事異動の意向確認、実施時に行う面談では、職員の考えるプランと

組織としての考え方を責任職と職員が共有し、得意分野の伸長や苦手分野の克服などを行うとともに、
時にはキャリア目標に修正を加えながら、その目標の実現に向けて取り組むことで、継続的な成長を促
します。

現行のキャリア体系
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３章　職員に求められる役割とキャリア形成

バス乗務員 バス整備員

乗務員乗務員

マスター、リムジン、指導員マスター、リムジン、指導員

係員（助役、管理、操車）係員（助役、管理、操車）

職員Ⅰ 課長係長・課長補佐職員Ⅱ 職員Ⅲ

副所長
教育指導係長
副所長

教育指導係長 営業所長営業所長

経験16年 在級13年

車両整備係長車両整備係長係員
（整備、物品取扱員、検査員）

係員
（整備、物品取扱員、検査員）

職員Ⅰ 係長・課長補佐職員Ⅱ 職員Ⅲ
経験16年 在級13年

整備員整備員 整備主任整備主任

課長

職員Ⅰ 職員Ⅰ

・バスを安全・快適に運行できる

・車内アナウンスが十分に活用できる

・身だしなみ・挨拶の励行により、お客様に気持ちよくご乗車いただける

・法令その他、服務に関する諸規程に従いバス車両の整備業務に従事する

職員Ⅱ 職員Ⅱ

・業務に際して、後輩職員等に適切なアドバイスができる

・常に改革改善の視点から業務上の課題を見つけ、意見できる

・分解整備後の保安適合の確認を適正に行う

・整備管理者の指示助言を踏まえながら、自動車工を技術指導し、計画にそった車両の定期点検

整備等の業務を遂行する

職員Ⅲ 職員Ⅲ

・乗務員の取りまとめ役として、職場の士気向上に努力できる

・上司等からの指示に基づき、臨機応変に適切な対応が取れる

・上司を補佐し、その指示に基づいて職場をまとめながら業務の遂行ができる

・幅広い視野から職場の課題を見つけ、改革改善に向けた取組が期待できる

・上司を補佐し、その指示に基づいて職場をまとめながら業務の遂行ができる

・幅広い視野から職場の課題を見つけ、改革改善に向けた取組が期待できる

キャリア体系については、「交通局未来プロジェクト」を中心とした人事給与制度改革の中で検討し、
職位別に期待される役割のほか、職務ごとに求められる役割を定義づけていきます。

ここでは、現行のキャリア体系を参考として掲載していきます。
現在の年齢構成や採用のなかった時代（世代）の空洞化を踏まえて、今後変更していく必要があります。
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地下鉄運輸 地下鉄保守

職員Ⅰ 課長係長・課長補佐職員Ⅱ 職員Ⅲ

駅務管理所長
乗務管理所長
総合司令所長

駅務管理所長
乗務管理所長
総合司令所長

副所長（駅務、乗務、司令）
駅長・副駅長
教育指導係長
司令長

副所長（駅務、乗務、司令）
駅長・副駅長
教育指導係長
司令長

助役（駅務、乗管、司令）
係員（駅務、乗管）
助役（駅務、乗管、司令）
係員（駅務、乗管）

経験16年 在級13年

指導運転士
運転士
指導運転士
運転士

駅務員駅務員

職員Ⅰ 課長係長・課長補佐職員Ⅱ 職員Ⅲ

保守管理所長保守管理所長区長区長

経験16年 在級13年

助役助役

保守技術員保守技術員保守員保守員

職員Ⅰ 駅務員として 職員Ⅰ 保守員として

・駅務員として必要不可欠な基礎的能力・知識を身に付け、着実に業務を遂行する ・局の運営方針に関する理解と実践ができる

・安全面に配慮した業務の遂行ができる
運転士として

・運転士として、運転に関する知識・技能の習得に努め、事故やヒューマンエラーを未然に防止す

る

職員Ⅱ 駅務員として 職員Ⅱ 技術員・助役として

・駅務員としての能力を広げ、強みを伸ばし弱みを克服しながら、業務遂行において力を発揮する

とともに、後輩駅務員の指導を行う

・担当業務に関する豊富な知識・経験に基づき、問題に対し迅速に対応することができる

・障害に対する原因究明や作業に関する関係規程類との照合ができる

・後輩職員を指導育成し、チーム力を高めることができる
運転士として

・運転士として規程の遵守に努め、お客様へ快適な車内空間を提供し、確実な情報提供を実施する

助役として

・助役として必要不可欠な基礎的能力・知識を身に付け、着実に業務を遂行するとともに、現場管

理責任者としての役割を自覚し、リーダーシップを発揮する

職員Ⅲ 駅務員として 職員Ⅲ 技術員・助役として

・駅務員としての能力を広げ、強みを伸ばし弱みを克服しながら、業務遂行において力を発揮する

とともに、後輩駅務員の指導を行う

・上司を補佐し、その指示に基づいて職場をまとめながら業務の遂行ができる

・経営状況を踏まえ、職域における課題を抽出し、解決に向けた方策を考えられる

・事故の未然防止、作業の安全性向上に努めることができる

・職場環境の向上に努め、チームをまとめることができる
運転士として

・運転士として規程の遵守に努め、お客様へ快適な車内空間を提供し、確実な情報提供を実施する

助役として

・ベテラン助役として、高い実務能力と豊富な経験・知識をもとに、職場の中核として組織目標の

達成に向けて、リーダーシップを発揮する
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３章　職員に求められる役割とキャリア形成

地下鉄運輸 地下鉄保守

職員Ⅰ 課長係長・課長補佐職員Ⅱ 職員Ⅲ

駅務管理所長
乗務管理所長
総合司令所長

駅務管理所長
乗務管理所長
総合司令所長

副所長（駅務、乗務、司令）
駅長・副駅長
教育指導係長
司令長

副所長（駅務、乗務、司令）
駅長・副駅長
教育指導係長
司令長

助役（駅務、乗管、司令）
係員（駅務、乗管）
助役（駅務、乗管、司令）
係員（駅務、乗管）

経験16年 在級13年

指導運転士
運転士
指導運転士
運転士

駅務員駅務員

職員Ⅰ 課長係長・課長補佐職員Ⅱ 職員Ⅲ

保守管理所長保守管理所長区長区長

経験16年 在級13年

助役助役

保守技術員保守技術員保守員保守員

職員Ⅰ 駅務員として 職員Ⅰ 保守員として

・駅務員として必要不可欠な基礎的能力・知識を身に付け、着実に業務を遂行する ・局の運営方針に関する理解と実践ができる

・安全面に配慮した業務の遂行ができる
運転士として

・運転士として、運転に関する知識・技能の習得に努め、事故やヒューマンエラーを未然に防止す

る

職員Ⅱ 駅務員として 職員Ⅱ 技術員・助役として

・駅務員としての能力を広げ、強みを伸ばし弱みを克服しながら、業務遂行において力を発揮する

とともに、後輩駅務員の指導を行う

・担当業務に関する豊富な知識・経験に基づき、問題に対し迅速に対応することができる

・障害に対する原因究明や作業に関する関係規程類との照合ができる

・後輩職員を指導育成し、チーム力を高めることができる
運転士として

・運転士として規程の遵守に努め、お客様へ快適な車内空間を提供し、確実な情報提供を実施する

助役として

・助役として必要不可欠な基礎的能力・知識を身に付け、着実に業務を遂行するとともに、現場管

理責任者としての役割を自覚し、リーダーシップを発揮する

職員Ⅲ 駅務員として 職員Ⅲ 技術員・助役として

・駅務員としての能力を広げ、強みを伸ばし弱みを克服しながら、業務遂行において力を発揮する

とともに、後輩駅務員の指導を行う

・上司を補佐し、その指示に基づいて職場をまとめながら業務の遂行ができる

・経営状況を踏まえ、職域における課題を抽出し、解決に向けた方策を考えられる

・事故の未然防止、作業の安全性向上に努めることができる

・職場環境の向上に努め、チームをまとめることができる
運転士として

・運転士として規程の遵守に努め、お客様へ快適な車内空間を提供し、確実な情報提供を実施する

助役として

・ベテラン助役として、高い実務能力と豊富な経験・知識をもとに、職場の中核として組織目標の

達成に向けて、リーダーシップを発揮する
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現業係員とは
横浜市交通局現業機関設置規程に規定する高速鉄道本部総合司令所、駅務管理所、乗務管理所、自動

車本部営業所、技術管理部保守管理所、工務部新横浜工事事務所に勤務する現業職員のうち、任用選考等
において、交通事業管理者が必要と認め現業係員として命じた者をいう。責任職を補佐し、職員を監督・
指導する。また、責任職のもとで、職員に指示を出す。

（※）係員試験受験資格は平成 30 年度のもの

現業係員　受験資格

バス乗務員

係員業務 責任職のもとで運行管理業務、操車業務、庶務管理業務等を行う

係員試験

受験資格

（※）

以下の全てに該当する者
・人事考課結果が B 以上であること
・交通局正規職員として在職４年以上、かつ経験年

数９年以上で、受験時点で乗務員もしくは係員代
務として勤務している者

・運行管理者資格を保有している者または取得見込
みの者 乗務員乗務員

係員（助役、管理、操車）係員（助役、管理、操車）

職員Ⅰ 在職４年、かつ
経験９年以上 係員選考

バス整備員

係員業務 責任職のもとで整備管理業務等を行う

係員試験

受験資格

（※）

以下の全てに該当する者

・人事考課結果が B 以上であること
・職員Ⅱまたは職員Ⅲ
・営業所車両整備係で勤務経験がある者
・自動車整備士免許を所有している者 整備主任整備主任整備員整備員

係員（整備、物品取扱員、検査員）係員（整備、物品取扱員、検査員）

職員Ⅰ
職員Ⅱ
または
職員Ⅲ

係員選考

地下鉄運輸職員

係員業務 運輸司令助役、助役（駅）、助役（乗務管理所）、教育指導係、信号助役

常に旅客サービスの向上に心がけ、事故防止業務能率の向上及び業務連絡徹底を旨とし執務する。

係員試験

受験資格

（※）

以下のいずれかに該当する者

・高速鉄道本部に所属する交通局採用職員で、構内
を除く運転士経験７年以上ある者

・高速鉄道本部長の推薦を受けたもの
助役（駅務、乗管、司令）
係員（駅務、乗管）
助役（駅務、乗管、司令）
係員（駅務、乗管）駅務員駅務員 指導運転士

運転士
指導運転士
運転士

職員Ⅰ

※運転士試験：駅務員で20歳以上

構内を除く運転士経験７年以上
高速鉄道本部長の推薦 係員選考

地下鉄保守技術員

係員業務 施設助役、設備助役、営繕助役、検車助役、検修助役、電力助役、信号通信助役

常に旅客サービスの向上に心がけ、事故防止業務能率の向上及び業務連絡徹底を旨とし執務する。

係員試験

受験資格

（※）

以下の全てに該当する者

・人事考課結果が B 以上であること
・職員ⅡまたはⅢ
・施設区、検車区、電気区、設備区、検修区また

は総合司令所（電気司令業務）での勤務経験が
あること

保守技術員保守技術員
助役助役

職員Ⅰ
職員Ⅱ
または
職員Ⅲ

係員選考

保守員
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４章　人材育成の具体的な取組

４章　人材育成の具体的な取組

１　日常業務を通じた能力開発と組織的・継続的な人材育成
職員一人ひとりがその適性や能力を存分に発揮するためには、

人事異動と人事考課、研修などの人材育成が効果的に連携するこ
とが求められます。

職員の経験や能力を踏まえた適材適所の配置を進めていくとと
もに、人事考課で実施する年度当初の「目標設定」→年間を通じ
た「育成・能力開発」と「業務執行」→	年度末の「振返り」といった、
人材育成サイクルを確立し、組織全体で共有しながら取組みます。

人材育成にあっては、各職場において日常業務を通じて実務上
必要な知識・技術を習得する「ＯＪＴ」、階層別や分野別など特定
のテーマに沿った「職場外研修（OffJT）」のほか、職員自身が自らのキャリア形成において必要とし
た場合に行う「自己啓発」を効果的に組み合わせ、職員の成長を促し、その能力を最大限に引き出します。

２　研修の目標と方針
(1) 職場内ＯＪＴ（On	The	Job	Training）の推進

人材育成の基本となるＯＪＴは、一般的に、職場での具体的な業務を通じて、上司・先輩が部下・
後輩等に対して行う指導を行い、必要となる知識や技術を習得することが目的です。特に新採用職
員は一日でも早く職場で戦力となれるよう、日々のＯＪＴを通じ成長することが求められます。そ
のため、育成者とトレーナーによる指導・育成だけではなく、全ての職員、責任職があらゆる機会
を捉えてＯＪＴを行うことが必要です。

また、ＯＪＴを効果的に行うためには、人事考課や人事異動面談等において、職員個々の特性や
能力を客観的に確認し、職員と責任職がお互いに目標を共有した上で同じ方向に進んでいくことが
重要です。職場におけるＯＪＴを推進するため、責任職に対する人材育成者研修では、人事考課を
活用した部下職員の育成に対する認識を深め、各職場において周囲の職員が積極的に関わることが
できる職場風土づくりを進めます。

さらに、責任職を含むすべてのベテラン職員には、ＯＪＴを通じて自らの「知識・技術」や「経験」
を後輩職員に継承することが求められます。「自分は次の世代への知識・技術、経験を継承できる職
員である」ことを自覚し、職場で経験を活かすことが期待されます。

トレーナーや研修及び教育を担当する育成手法の習得が必要な職員に対しては、講師養成研修等
を実施し育成スキルの向上を図ります。

【主な研修】
人材育成者研修（課長級、係長級）、人材育成研修（各職場）、新任トレーナー研修（総務局人材
開発課主催）、講師養成研修など

(2) 職場外研修（OffJT）の充
職員に求められる知識・能力は、その職位や職務内容によって異なります。交通局には様々な職

種や職務がありますが、交通局職員として全職員が身につけておくべき知識や実務能力については
日々のＯＪＴだけでは習得しきれません。

交通局職員として全員が身につけておくべき業務知識・実務能力について、職場外研修（OffJT）
を実施し、知識の幅を広げます。

人材育成体系

研修研修研修
(Off-JT)

人事
考課
人事
考課
人事
考課

人事
異動
人事
異動
人事
異動

自己
啓発
自己
啓発
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ア 階層別研修
新採用時や昇任時に行う研修のほか、一定の年次ごとに実施します。
まず、新採用職員に対して、地方公務員として、また交通局職員として働くことの意識付けを

行うために新採用職員研修を実施します。その後、フォローアップ研修を実施することで、経験
の浅い職員の育成が職場のＯＪＴに偏ってしまうことによる「慣れ」を生じさせないために、基
礎知識の底上げや意識のさらなる向上を図ります。

また、高速鉄道運転士や現業係員など、職務変更を行う際に必要となる知識を習得するための
高速鉄道運転士養成科や現業係員養成科を実施します。

さらに、職員Ⅱ、Ⅲ及び係長、課長昇任時の昇任者研修について拡充を図ります。

【主な研修】
・新採用職員研修、年次フォロー研修、昇任時研修
・職種内職務変更時の研修（高速鉄道運転士養成科、現業係員養成科、助役養成科等）
・責任職マネジメント研修など

イ 業務研修・職種別研修
新採用職員や異動者など、新たな業務を担当することとなった職員を対象として業務ごとの基

本的知識を学ぶ事務基礎研修や、中堅以上の職員を対象としたスキルアップ研修などの業務研修
を実施します。また、接遇向上研修や普通救命講習等、継続的な実施が求められる研修について
も実施します。

さらに、所管部署において、職務遂行上、必要とされる知識と技術を習得する職種別研修を定
期的に実施します。職種別研修は、鉄道総研、中災防等主催の外部講習も活用します。

【主な研修】

業務研修
・事務基礎研修
・普通救命講習
・スキルアップ研修（講師養成研修等）
・接遇向上研修

職種別研修
・定期研修
バ
ス

乗務 事故未然防止研修、指導員研
修、運行管理者研修　等

整備 技術研修　等

地
下
鉄

運輸（駅） 実機研修、防災機器取扱研修　
等

運輸（乗務） 業務研究会、異常時取扱夜間
訓練　等

保守 重機取扱研修　等

他に外部講習として、
（ バ ス 乗 務 ）安全運転研修、省エネ研修　等
（地下鉄運輸）運転指導者講習会、ヒューマンファ

クター　等
（地下鉄保守）トレーナー研修、鉄道技術者養成講座

他

(3) 人権啓発研修
職員一人ひとりが人権問題に対する理解と認識を深め、あらゆる人権問題の解決に取り組めるこ

とを目標に人権啓発研修を行います。
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(4) 自己啓発支援
職員が、苦手分野の克服や得意分野の一層の伸長など、自己啓発に積極的にチャレンジすること

ができるよう、業務上有用な資格取得や外部研修への参加などに対する支援を行います。

【主な取組】
・資格取得支援制度

衛生管理者、運行管理者（旅客）、鉄道設計技師、危険物取扱者（甲種又は乙種第４類）、
ＩＣＴ関連資格、サービス接遇検定（１級、準１級、２級）

・外部研修等への参加支援
応急手当普及員、運行管理補助者（基礎）、鉄道設計技師、フォークリフト、消防設備士等  

横浜市交通局　研修体系

年度別研修計画（別紙）

事務基礎研修

職員Ⅰ 職員Ⅱ 職員Ⅲ 責任職

資格取得支援・自己啓発支援

職場研修（OJT）職場研修（OJT）

責任職
マネジメント研修
責任職
マネジメント研修スキルアップ研修（講師養成研修　等）

普通救命講習

新
採
用
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

新
採
用
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

新
採
用
職
員
研
修
（
共
通
・
専
門
）

新
採
用
職
員
研
修
（
共
通
・
専
門
）

階
層
別
研
修

業
務
研
修

職
種
別
研
修

７
年
目
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

７
年
目
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

新
任
係
長
研
修

新
任
係
長
研
修

新
任
課
長
研
修

新
任
課
長
研
修

現
業
係
員
養
成

職
員
Ⅱ
昇
任
者
研
修

職
員
Ⅱ
昇
任
者
研
修

職
員
Ⅲ
昇
任
者
研
修

職
員
Ⅲ
昇
任
者
研
修

助
役
養
成

人権啓発研修

　 定期教育
　 接遇向上研修
職
種
別

実機研修、防災機器取扱研修　等
動力車操縦者養成、業務研究会、異常時取扱夜間訓練　等
重機取扱研修　等

地
下
鉄

運輸 （ 駅 ）

運輸 （乗務）

保守

事故未然防止研修、指導員研修、運行管理者研修　等
技術研修　等

乗務

整備
バ
ス

現在行っている研修

検討する研修
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